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第２回佐井村総合計画専門委員会より

佐井肘の「光」と「影」でそろう！！

去る９月６日。アルザスの２階会議室で第２回目の「総合計画専門委員会」が行われ、佐井村の良いと

ころ（光）と悪いところ（影）について、各部会ごとに分かれ、ワークショップ形式で行われました。

一人、一人が日頃思っていることを一枚ごとに紙に記入、各部会からたくさんの意見が出ました。それ

・を各部会ごとに似ている項目ごとに分類し、最後に各部会の代表者からまとめの発表がありました。
その結果は次のとおりです。

第１部会（基盤整備・産業）
行政 経済 働く場 商業 観光

口 →
光

・村民の意見を良＜

繁栄している所

影

・若 者の 働＜場

が少ない

影

・商工会、 商店など がも つと

協力しあえない か

（イ［ｐがわるい）

・地元での買い物 が少ない

・物価か高い

・品 物が 少ない

光

・観光資源 に恵ま れて

いる

・自 然が豊か で美しい

・観 光名所だけでな＜

村全 体に手つか ずの

自然が残っている

影

・議員の態度が悪い

・行政の人間の対応

が不親切（中には

そう でないひとも

い るが）

・おしなべて偉そう

・村議の数が多い

・福 祉 に 力 を 入 れ

すぎ

漁業・農業

光

・天然の美味しい食材が四 季を通して

手 に入る

・魚の 種類が多い （とれる）

要望

・人気になるようなイ

ベンド をやる
環境

光

・災 害、事 故、犯 罪などがほ

とんどな＜、安心して生活

できる

・雪が少なくて雪かきが楽

（費用、 労力）

影

・漁師が元気になれば佐井村も元気に

なると思う （養殖事業はどう か ？）

・漁業が良＜なるこ とを考えていない

・畑を作りたいが土地がない

・佐井村の農家は土地が不足

→ ハウス事業を（老齢化）

・おもだつた産業がな＜、村全体があ

まり 豊かではない印象

・自然の恵みが豊かであ るのにあ まり

活かされていない（特産品がな い）

↓

伝統芸能要望

・村職員がイベント

等 に 参 加 し て い

ない
光

・昔から の伝統文化が

継承されてい る影

・福浦の信号撤去、必要なし

・南北に長い地形である

・海水温か一定ではない

・ド ブ清掃の件（汚い→水害）

・防波堤にゴミ 箱の設置が足

り ない

・冬が寂しい

村民の意識 影・要望

・芸能保存に村職員も

参加（難しい、 後継

者が足りない ）
光

・気 性がお だやかで

争いごと は好 まな

い人 が多い

施設

１宕寸４４寤
影

・病 院がない

・温泉がない （宿泊）

・夜遊ぶとこ ろがない

・今ある施設を利用していない

・レクリエ ーション施設が分散し てい

るこ ともあり、利用者が少な＜、 外

部の人間へのイン パクトも 薄い

・施設の利用者が少ない

影

・村民自体も問題意

識が薄い

・思っ ていることが

なかなか口に出 せ

ない （閉 鎖的で口

う るさい）

・保守的できらい

・選挙にまどわされ

るな

？冫ｇ丶戸 Ｊ 冫 Ｔ丶４

交通 影

・女 性（嫁） に対し て

も つと 積極的 に

・お嫁さ んがいない人

が多い

・若い人、子供が少な

＜、嫁 不足で、先細

りの暗い印象

・嫁 不 足 対 策 が 足り

ない

影

・交通の便が良 ＜ない

・交通の便が悪い

・道路がすご ＜悪い

・道路が狭い

・歩 道がほと んどな ＜危 険

・観光地（仏ヶ 浦） までの 道

路が悪い

要望

・原発をつく る

・かも しかラインに携帯電話のアン テ

ナ施設が欲しい（非常用電話）
要望

・バイ パスを 早＜ 作れ

・住 んで交 通の便が悪い。 せ

め てむつま ででも 高速道路

・かもしかラインの通行止め、

解除の事 （年中通行）

後継者不足

影

・後継者不足

・農業、漁業、 芸能な

ど後継者不足



第２部会（保健 一福祉）

かんきよう

・アルザス周辺が整

備された

・アルザス周辺、公園のゴ

ミ処理が悪い（ゴミ 箱の

設置）

・車イスの方でも利用でき

るアルザス内のトイし、
公衆トイし の案内図、看

板が必要ではないか？

・道路が狭＜、老人や子供

が歩きづらい

＜らし

・た だでお か ずが賄 え る

・隣 近所見 通し が良 い

・あち こち から 夕食 の 招

待 が来る

・あ んまり お 金がなく て

も 生き ていけ る

・春は山菜、秋は キノコ、

海 藻など 自 然の食 品 に

恵 まれ てい る

‘ 一人 暮ら し は楽し い ｊ

・プライベート を死守した

い人にはいささか難点

・学校給食をやってよ！

子供にバランスの良い

給食を

・子供の数が少ない

・近所の人が育児に

手を貸してくれる

○

・個々の健康保持意識が高

＜なっている

・スポ ーツを継続してやる

ようになった

⑩

・せっかくあるのに活用さ

れていないスポーツ用具

がある

・村で作った体操等の活用

がされていない

健 康

・若い人の働＜所が少ない

・酒の飲み過ぎ

佐井村の良い所

・ＴＶうつりが良い

・晴れた日には北海道が見える

・山と海が見たいときに見られる

・白神山地に負けないブナの林が

ある

・食べ物が新鮮

・自然が豊かで海産物がおいしい

悪い！！

病
院
関
連

・産婦人科が近＜にない（１時間かかる）

・病院にかかる時間が長い

・佐井診療所が利用しにくい

・夜の歯医者の日がもっと多い方がいい

・赤ちゃんの病院が遠い

・小児科が近＜にな＜不便

・大きい病院まで遠い

・インフルエンザの予防注射をしてほしい

・デイサービスなど福祉には充実して

いるのでは・・・

・老人クラブの方が役場の方とゲート
ボール等元気に活動し ていて良い

・老人には幼いときからの友人が多い
・一部ではあるが老人がうま＜集まっ

て楽しんでいる

老 人 福 祉 関 連

・老人に任されていた仕事が無＜なってきた

・老人は退屈している
・男年 寄り の寄 り合い 場が少 ない

・老齢 人口 の増 加

・ヘ ルパ ーの人 数が 少な い

・ボラ ンテ ィ ア活動 があ まり さ

れ ていない

・老人 の身 体が きか なく なっ て

入る 施設 が遠 い

・老人、子供の利用する施設が少ない

・老人は佐井村で晩年を過ごさせたい



第３部会（教育・文化）

光

施設

・立派なテニスコート がある

・アルザスがある

・海峡ミ ユウジアムがある

・彫刻、陶芸を無料で教えてくれる

・各地区に集会施設があって良い

自然

・小、中学生が自然の中での

びのび育っている

・静かで落ち着ける所です

・四季がはっきりしている

・仏ヶ浦がある

・がんかけ岩がいい

・願掛岩の海水浴煬がよい

・山菜に恵まれている

・新鮮な魚介類が食べられる

・魚介類がおいしい

・海の物がうまい

・釣りが出来る

・海と山がある

・海がきれいだ

・自然に恵まれている

・縫道石山に天然記念物があ

る

（植物：オオウラヒダイワタケ）

芸能

・歌舞伎、歌舞伎の館がある

・芸能活動が盛んである

・各地区の神楽が守られている

・人が少なくなっている中で祭りや神

楽などを守っている

・おこもり、各地区の神楽、祭りが残っ

ている

・道路がよくなった

影

施設

・子供の自転車の指導が悪い（乗り

場がない）

・公園の整備が悪い

・砂浜がない（泳げる海が少なくな

った）

・子供の遊び場が少ない

・冬場スポーツできる場所がない

（体育館以外）

・冬場に遊べる施設がない

・図書館がない（少ない、利用しに

くい）

・プールがない

・保育所が汚い

・山村広場の遊具の老朽化

・子育ての支援が足りない
す

匹
匸

マナー

・家庭の教育力が低下

している

・ドライバーのマナー

が悪い

・歩行 者のマナ ーが

悪い

・海に空き缶を捨てる

漁師が多い

環境

・若い人が少ない

・地元に雇用がない

・若い人が村を出ると

帰ってこない

・冬になると生活が厳

しい
ヽ Ｊ

・通学路をもっと安全

なものに

・道 路の案内 が見に

＜い

」

・道路が狭いし・村の祭りに関してょくゎからない
（ィ也の集落）

〕

活動

・しなくてはいけないと思っているがしない

・子ども会の活動が子供主導ではな＜大人が中心となって

行われている（連合も集落単位も）育成会と子ども会

・各団体の活動が少なくなった

・団体の後継者が育っていない

・ボランティア活動が少なくなった

・公民館の活動が行われなくなった

地区教室（ネ鄙甫）、マンネリ化

・スポーツがあまり盛んでない

・地区の人が子供に関心を示さなくなった



福浦の歌舞伎 定期上演“秋の段”

９月１４日（木）、「福浦の歌舞伎“秋の段”」が、歌舞伎の館で開かれました。

会場は、地区の子どもやお年寄り、村内外からの観客でいっぱいになりました。

「三番叟」で舞台を清めた後、「義経千本桜第１幕」～義経、静、別れの場～、

「義経千本桜第２幕」～藤太、忠信、駆け込みまで～を熱演しました。歌舞伎の合

間には、福浦漁協婦人部のみなさんが「佐井音頭」に合わせて踊り、盛んな拍手

を浴びました。

また、会場入口では、佐井村漁業協同組合による、ほたてソフト、鮭とば、若

布、とろろ昆布などの水産加工品の販売も行われ、上演前や上演後に買い求める

客でにぎわいを見せていました。

「義経千本桜第１幕」～義経、静、別れの場～ 「義経千本桜第２幕」～藤太、忠信、駆け込みまで～

人
権
擁
護
委
員
制
度
を

ご
存
知
で
す
か

こ

こ

数

年

「

い

じ

め

」

体

罰

、

不

登

校

、
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ど
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が

大

き

な

社

会

問

題

と
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が

、
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、
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ど
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で

、
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を

は
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Ｉ
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い

ま

す
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な
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、
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生

活
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、
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の
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む

つ

支
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Ｓ
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３
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ま
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は

、

お

近

く

の

人

権

擁

護

委

員

に

御

相

談

く

だ

さ

い

。

相

談

は

無

料

で

、

秘

密

は

厳

守

し

ま

す

。

当

村

の

人

権

擁

護

委

員

は

、

次

の

方

々

で

す

。

・

佐

々

木

寛

昭

容

容

２

２

７

６

∴

二
戸

重

一

容

⑩

２

４

３

６

・

長

尾

敬

宇

容

⑩

皿

１

２

７

九
月
八
日
㈲
、
前
人
権
擁
護
委

員
の
山
本
正
さ
ん
に
、
多
年
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
住
民
の
人
権
擁

護
と
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
貢

献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
法
務
大

臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

堀
内
青
森
地
方
法
務
局
む
つ
支

局
長
か
ら
伝
達
さ
れ
た
山
本
さ
ん

は
、
「
と
て
も
光
栄
で
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

長い間ごくろうさまでした



赤十字の里づくり

検討委員会だより

（Ｎ０．１９）

平
成
十
二
年
度
の
青
少
年
国
際
交
流
「
タ
イ
訪
問
の
翼
」
は
、
八

月
二
日
か
ら
八
日
ま
で
の
日
程
を
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

現
地
で
は
、
二
泊
三
日
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
タ
イ
の
日
常
の
生
活

を
体
験
し
、
ま
た
現
地
の
学
校
訪
問
で
は
、
日
本
か
ら
の
訪
問
者
と

し
て
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
他
タ
イ
赤
十
字
社
・
タ
イ
血
液
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
表
敬
訪
問

す
る
な
ど
充
実
し
た
一
週
間
で
し
た
。

参
加
生
徒
の
心
に
残
っ
た
感
想
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

青
少
年
赤
十
字
タ
イ
訪
問
の
翼

磯谷中学校２年

佐々木 智 子

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
と
面
会
の

囗
、
笑
顔
で
タ
イ
語
で
挨
拶
し
よ
う
と

し
た
ら
、
日
本
語
で
「
こ
ん
に
ち
は
、

よ
ろ
し
く
」
と
先
に
言
わ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

私
達
の
た
め
に
日
本
語
を
勉
強
し
て

く
れ
た
の
か
と
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
次
々
と
話
題
を
出
し
て
く
れ
て

退
屈
さ
せ
な
い
配
慮
を
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。
一
番
不
安
に
思
っ
て
い
た
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
の
二
泊
三
日
は
、
あ
っ
と
い

う
間
に
す
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

次
は
、
学
校
訪
問
で
す
。
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
の
子
も
い
て
、
笑
顔
で
迎
え
ら

れ
最
初
か
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
タ
イ
の
民
族
音
楽
演
奏

か
ら
踊
り
ま
で
、
自
分
か
ち
の
手
で
作

り
上
げ
た
も
の
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し

た
。
私
達
も
英
語
で
佐
井
の
紹
介
や
学

校
の
赤
十
字
活
動
を
発
表
し
ま
し
た
が
、

真
剣
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
た
の
で
ホ
ツ

と
し
ま
し
た
。
佐
井
の
産
業
紹
介
の
中

で
、
ひ
ば
製
品
な
ど
を
お
土
産
に
差
し

上
げ
た
ら
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
っ

た
り
、
（

ン
カ
チ
で
花
造
り
を
教
わ
っ

た
り
し
ま
し
た
。
私
も
、
折
り
紙
で
ピ

カ
チ
ュ
ウ
を
折
っ
て
み
せ
た
り
し
ま
し

た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
中
に
知
り
あ
っ
た

人
達
や
新
し
く
知
り
あ
っ
た
人
と
住
所

を
交
換
し
た
り
し
て
、
会
話
を
楽
し
み

ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過

ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
れ
で
お
別
れ
か

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
彼
女

達
は
空
港
ま
で
見
送
り
に
き
て
く
れ
た

の
で
す
。
み
ん
な
泣
き
な
が
ら
「
ま
た

会
お
う
。
絶
対
会
お
う
。
」
と
約
束
し

ま
し
た
。
こ
の
人
だ
ち
と
の
交
流
を
今

だ
け
で
終
わ
ら
せ
な
い
！
と
強
く
思
い

ま
し
た
。

彼
女
だ
ち
と
の
交
流
は
今
も
続
い
て

い
て
、
手
紙
で
や
り
と
り
し
て
い
ま
す
。

こ
の
研
修
で
自
分
の
英
語
力
に
も
か
な

り
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

彼
女
達
と
の
交
流
は
絶
対
終
わ
ら
せ
ま

せ
ん
！
初
め
は
行
き
た
く
な
か
っ
た
夕

イ
も
、
今
は
大
好
き
で
す
。
い
つ
か
彼

女
達
に
会

い
に
ま
た
行
き
た
い
と
ま
で

思
う
ほ
ど
で
す
。

こ
の
研
修
に
参
加
し
て
、
本
当
に
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
と
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
研
修
に
参
加
し
て
本

当
に
よ
か
っ
た
と
心
か
ら
思
っ
て
い
ま

す
。



長後中学校２年

内 田 千 春

今
回
、
タ
イ
に
訪
問
し
て
私
か
学
ん

だ
こ
と
は
、
タ
イ
の
歴
史
や
文
化
で
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
時
、
家
に
は
き

れ
い
に
飾
ら
れ
た
仏
壇
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
次
の
囗
寺
院
を
訪
問
し
た
と
き

に
は
、
あ
ま
り
の
参
拝
者
の
多
さ
に
と

て
も
驚
き
ま
し
た
。
タ
イ
の
人
々
に
と
っ

て
、
仏
教
と
い
う
も
の
は
と
て
も
身
近

で
、
大
切
な
も
の
な
の
だ
と
感
じ
ま
し

た
。タ

イ
で
過
ご
し
た
一
週
間
は
、
非
常

に
有
意
義
な
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

福浦中学校２年

田 中 絵里佳

私
か
こ
の
研
修
に
参
加
し
て
、
一
番

印
象
に
残
っ
た
の
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で

し
た
。
ホ
テ
ル
で
初
め
て
会
っ
た
時
は
、

緊
張
し
て
あ
ま
り
話
せ
な
か
っ
た
ん
で

す
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
大
は
、

と
て
も
優
し
く
接
し
て
く
れ
て
、
ど
ん

ど
ん
不
安
が
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

会
話
も
簡
単
な
英
語
で
ゆ
っ
く
り
話
し

て
く
れ
る
の
で
、
分
か
り
や
す
か
っ
た

で
す
。
ま
た
、
日
本
語
を
覚
え
て
使
っ

て
く
れ
た
の
が
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

で
す
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
別
れ
る
時
は
、

と
て
も
悲
し
く
て
、
思
わ
ず
泣
い
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
手
紙
の

や
り
と
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。私

は
、
こ
の
研
修
に
参
加
で
き
て
本

当
に
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
夕

イ
の
人
の
あ
た
た
か
さ
を
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
し
、
と
て
も
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
私
生
活
で
も
生
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐井中学校２年

田名部 亜希乃

タ
イ
を
訪
問
し
て
み
て
一
番
感
じ
た

の
が
、
タ
イ
の
人
達
は
と
て
も
優
し
い

と
い
う
事
で
す
。
英
語
も
全
然
話
せ
な

い
私
に
「
わ
か
り
ま
す
か
？
」
と
日
本

語
で
き
い
て
く
れ
る
。
そ
ん
な
優
し
い

所
が
私
の
不
安
を
だ
ん
だ
ん
と
消
し
て

く
れ
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
い
る
高
校
生
メ

ン
バ
ー
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
合
わ
せ
て
く

れ
た
り
と
、
と
て
も
嬉
し
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
そ
の
せ
い
か
、
わ

ず
か
二
日
間
し
か
一
緒
に
過
ご
さ
な
か
っ

た
け
ど
、
別
れ
の
と
き
涙
を
流
さ
ず
に

は
い
ら
れ
な
く
泣
き
な
が
ら
の
最
後
の

別
れ
と
な
り
ま
し
た
。

今
で
も
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
人
達

と
文
通
し
た
り
し
て
タ
イ
の
思
い
出
が

忘
れ
ず
に
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
体
験
を
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
忘

れ
ず
最
高
の
思
い
出
と
し
て
残
し
て
い

き
た
い
で
す
。

牛滝中学校２年

中 西 雄一郎

ぼ
く
が
こ
の
研
修
で
一
番
印
象
に
残
っ

た
の
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
す
。
行
く

前
は
、
す
ご
く
不
安
に
な
り
、
大
丈
夫

か
な
と
心
配
だ
っ
た
け
ど
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
の
家
族
が
と
て
も
優
し
く
接
し

て
く
れ
た
の
で
不
安
は
す
ぐ
に
な
く
な

り
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
お
互
い
の
文
化
を
発

表
し
あ
い
、
新
し
い
発
見
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
文
化
が
違
っ
て
も
、
言

葉
が
違
っ
て
も
沢
山
の
事
を
わ
か
り
合

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
後
、
空
港

ま
で
見
送
り
に
来
て
く
れ
た
こ
と
も
、

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

こ
の
経
験
を
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に

生
か
し
て
い
き
た
い
で
す



第５５脆 青 森 県 民 休 賁 大 会

８月５、６、１９、２０Ｌ］の４日間、十和田市を

会場に開催されました。
佐井村からは５競技に参加。

結果は次のとおりです。
○陸上競技

一男子２００メートルＡ
第３位 伊藤 輝貴 ２５秒７

・男子４００メートルＡ
第３位 伊藤 輝貴 ５５秒６

一男子砲丸投げＡ
優 勝 田名部直仁（４年連続）１０ｍ４１ｃｍ

・男子砲丸投げＢ
第２位 小笠原昭彦 ９ｍ９３ｃｍ

一男子砲丸投げＣ
第３位 福田 忍 Ｉｌｍ３２ｃｍ

○軟式野球
【一 回 戦】 佐 ＃ ２－Ｏ 車 力
【準々決勝】 佐 ＃ １－３ 田舎館

○卓球
【決 勝】 佐 ＃ １－３ 常 盤

○ゲートボール
【予選リーグ】 １勝１敗

対戦相手 西目屋・六ヶ所
○ソフトテニス
【一 回 戦】 佐 ＃ Ｏ一３ 東 通

第８回 青森県民駅伝競走六会

９月３日（日）、青森市を舞台に、第８回市町
村対抗県民駅伝競走大会が開催され、八甲田丸
前から県総合運動公園陸上競技場までの４２．１９５
ｋｍ１０区間でタスキリレーが行われました。

今年は、昨年のタイムを１７秒短縮し、順位も
一つ上がり、２時間４４分１２秒、総合６４位（村の
部２２位）でゴールしました。

来年もさらなる活躍が期待されます。

●駅伝出場メンバー
監督 内 藤 要 （村 役 場）
① 菊 池 晃 一 （大 湊 高 ２ 年）
② 長谷川 慎 吾 （牛 滝 中 ２ 年）
③ 舘 脇 夏 紀 （佐 井 中 ２ 年）
④ 中 村 泰 士 （大 間 高 ２ 年）
⑤ 菊 池 一 春 （田名部高２年）
⑥ 舘 脇 力 哉 （大 間 高 １ 年）
⑦ 吉 田 静 （磯 谷 小 教 員）
⑧ 伊 藤 輝 貴 （佐井消防分署）
⑨ 柳 谷 利 彦 （福 浦 中 教 員）
⑩ 蒔 田 剛 広 （佐 井 中 ２ 年）

翩野球下北郡予選会・県大会

匝 和 賺 ］

８月２７日（日）、平成１２年度青森県朝野球大会下北

郡予選大会が、川内球場と川内高校野球場を会場に、

郡内の各町村の大会を勝ち抜いた１０チームが参加し

て行われました。

佐井村代表の役場チームは、ライス（大畑町）を

３－１、桃組（大間町）を６－５で破り優勝し、見

事県大会への切符を手に入れました。

㈱ 縦

９月９日（土）、１０日（日）の２日間、平内町と野辺

地町を会場に、県内各地区の予選を勝ち上がった３２

チームが参加し、第３５回県朝野球選手権大会が開催

されました。

試合は、雨が断続的に降り続き、水たまりができ

るほどの最悪のグラウンド状態で行われたこともあ

り、実力を全く発揮できない まま、残念ながら５回

コールドで敗れました。

【一回戦】

奥羽牧場（七戸町） ５６２１０ １４

佐井村役場 ３００００

１

３

（５回コールド）

鵑 ２回 ナ イ タ ー ソ フ ト ボ ー 几 大 会

毎年恒例となっているナイターソフトボール

大会も今年で１２回目を数え、８月７囗から８月

２３囗まで、連日連夜熱戦が繰り広げられました。

今年は男子７チーム、女子４チームが参加。

男子は、仲浜チームの二連覇を阻んだ［］の出チー

ムが第１回大会以来２度目の優勝を飾りました。

また、女子は、接戦の末、得失点差により川原

町チームが２年ぶり３度目の優勝を飾りました。

結果は次のとおりです。

阿挙句‾醉

優 勝 日の出チーム ① 年ぶり２度目）

準優勝 仲 浜チーム

第３位 新 浦チーム

原 田チーム

斜 皿

優 勝 順 町チーム（２年ぶり 度 剛

準優勝 川 台チーム

第３位 大新緑チーム



第３６回大間地区少年防犯弁論大会

９月１３日（水）、第３６回犬間地区少年防犯弁論大会

が佐井中学校で行われました。

大会には、北通り地区（大間町、佐井村、風間浦

村）の中学校７校から１５名の中学生が参加し、自分

の体験談や最近のニュース報道をにぎわせている少

年による凶悪犯罪をテーマに、５分間の持ち時間で

発表しました。

審査の結果、長後 中学校２年の内田千春 さんの

「人との出会い」が第１位に輝きました。

審査結果は次のとおりです。

第１位 長後中２年 内円 千春「人との出会い」

第２位 佐井中３年 紀伊奈津美 囗禺然の出会いから」

第３位 牛滝中１年 坂井 遥 「おばあちゃん」

平成１２年度大層地区地域安全野球大会

８月２１日（月）、２２日（火）の２日間、平成１２年度

大間地区地域安全野球大会が、風間浦村村民球場で

開催され、小学校の部で、佐井 イーグルスが見事優

勝を飾りました。

【小学校の部】 【中学校の部】

佐
井
中
学
校

風
間
浦
中
学
校

奥
戸
中
学
校

大
間
中
学
校

下
風
呂

ベ
イ
ス
タ
ー
ズ

大
間
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ

易
国
問
ベ
ア
ー
ブ

舵
浦
ド
ジ
ャ
ー
ス

大
間
ジ
ュ
ニ
ア
し
ス

奥
戸
マ
リ
ン
ズ

佐
井
イ
ー
グ
ル
ス

牛 滝・地 区 敬 老 会

９月１７日（日）、牛滝地区交流センターで、敬老会

が行われました。

牛滝地区では、昨年から地区全体を休みとし、地

区のみなさんと一緒に長寿を祝い、健康を願って開

催されています。

会では、地区の婦人部による踊りのほか、ゲーム

や長寿の秘けつ「健康体操」などが行われ、参加し

たお年寄りは若い人だちとの交流でパワーをもらい、

婦人部のみなさんと一緒に踊る場面もみられるなど、

最後まで活気があふれていました。

また、１５日には、磯谷・矢越・川目の各地区でも

敬老会が行われ、会場は大いに盛りあがりをみせて

いました。

む つ 下 北 地 区 ペ タ ン ク 交 流 大 会

８月２７日（囗）、田名部中学校グラウンドで、むつ

下北地区ペタンク交流大会が開催され、ばらいろ学

級のみなさんが上位を独占する健闘をみせました。

結果は次のとおりです。

優 勝 ばらいろ学級Ａチーム

（西川供子、田名部栄子、山本テル）

準優勝 ばらいろ学級Ｂチーム

（竹本栄子、小林いし、木下たち）

第４位 ばらいろ学級Ｃチーム

（菊池利子、工藤金市、浜中よん）



Ｒ！’ｌａ

ひと足早い芸術の秋

八
月
二
十
五
日
か
ら
二
十

七
日
ま
で
の
三
日
間
、
佐
井

の
光
美
術
グ
ル
ー
プ
主
催
に

よ
る
「
佐
井
の
光
美
術
展
」

が
ア
ル
ザ
ス
一
階
Ｐ
Ｒ
広
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
美
術
展
で
は
、
下
北

に
住
む
、
絵
画
や
陶
芸
の
愛

好
家
た
ち
の
自
慢
の
作
品
約

五
十
点
が
並
べ
ら
れ
、
佐
井

村
の
名
勝
仏
ヶ
浦
や
願
掛
岩

の
風
景
画
、
陶
器
・
木
工
品

な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

足
を
運
ん
だ
村
民
や
観
光

客
た
ち
は
、
ひ
と
足
早
い

「
芸
術
の
秋
」
の
訪
れ
を
堪

能
し
て
い
ま
し
た
。

台風にも負けず 今年も無事完成

八
月
二
十
八
日
か
ら
九
月

三
日
に
か
け
て
、
佐
井
漁
港

防
波
堤
の
壁
画
制
作
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
東
海
大
学
の
卒

業
生
四
名

が
、

学
生
時
代

（
平
成
十
年
）

に
描
い
た
作

品
の
補
修
に
訪
れ
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
あ
い
に
く
の
雨

模
様
が
続
き
、
思
い
通
り
に

作
業
が
進
ま
ず
、
悪
戦
苦
闘

し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
苦
労
し
て
完
成

さ
せ
た
分
、
喜
び
も
ひ
と
し

お
で
、
短
い
期
間
で
し
た
が
、

た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
で
き

た
よ
う
で
し
た
。

今日は大人の仲間入り

八
月
三
十
一
日
、
九
月
一

日
の
二
日
間
、
佐
井
中
学
校

の

匸

二
年
生
の
み
な
さ
ん

が
、
役
場
、
保
育
所
、
消
防

分
署
な
ど
の
施
設
に
分
か
れ
、

体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
初
め
て
の

経
験
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

不
安
と
緊
張
で
落
ち
着
か
な

い
様
子
で
し
た
が
、
職
員
の

話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
実

習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

職
場
の
雰
囲
気
に
慣
れ
て

く
る
に
つ
れ
、
職
員
た
ち
に

負
け
ま
い
と
、
積
極
的
に
与

え
ら
れ
た
仕
事
を
こ
な
し
て

い
ま
し
た
。

密漁をなくそう！！

九
月
六
日
、
佐
井
漁
港
及

び
佐
井
村
沖
合
い
で
、
平
成

十
二
年
度
密
漁
取
締
合
同
模

擬
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
広
域
か
つ

悪
質
、
巧
妙
化
し
て
い
る
ア

ワ
ビ

ー
ウ
ニ
な
ど
の
密
漁
事

犯
に
対
し
て
、
密
漁
取
締
に

あ
た
る
関
係
機
関
の
連
携
の

強
化
と
質
的
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

訓
練
で
は
、
密
漁
船
の
発

見
か
ら
追
跡
、
追
い
込
み
、

逮
捕
ま
で
、
見
事
な
連
携
に
、

見
物
者
か
ら
は
拍
手
が
起
こ
っ

て
い
ま
し
た
。



分別収集（カン・ビン・ペットボトル）に

ご協力ください！

６月１９日から全村で分別収集がはじまり、住民のみなさんには分別して資源ごみを

排出していただいております。前月号に引き続き、容器包装リサイクル法についてみ

なさんにお知らせします。

容器包装リサイクル法の基本

●容器包装リサイクル法は、消費者・市町村・事業者がごみ減量という目的のために、

それぞれの責任を果たすことによってリサイクルを進めてい＜システムです。消費者

が分別排出したものを、市町村が回収し、事業者がそれを引き取って再商品化します。

表１ 容器包装リサイクル法の基本的な流れ

佐井村の分別収集状況は？

●下記の表は当村における今年度の分別収集状況の結果です。まだ、分別収集がはじ

まったばかりですが、すでにこれだけの量が収集され、再商品化されている状況です。

表２ 平成１２年度分別収集状況結果（８月末現在）
（単位：ｔ）

●家庭ごみの大きな割合を占める容器包装ごみに着目し、消費者・市町村・事業者の

新しい役割分担のもとにリサイクルを進めるシステムを構築すると同時に埋立量の削

減による最終処分場の延命化、資源有効利用の一層の推進、分別収集・リサイクルの

進展による循環型社会への転換促進が容器包装リサイクル法の大きな目的です。

フタや中の異物は取り除きましょう。水洗いも忘れずに。ゲ

●フタや中の異物などは取り除いてください。

なお、フタについてですが、プラスチック系のフタは可燃ごみとして出して結構で

す。ただし、金属系のフタは不燃ごみとして出してください。

水洗いについても忘れずにお願いします。

住民のみなさん、今後とも分別収集にご理解のうえ、ご協力＜ださい。



保健碌痂より

あ な た の 血 は 大 丈 夫 ？

＜トロトロ血＝高脂血症〉

大
量
の
油
も
の
を
洗
っ
た
と
き

な
ど
、
台
所
の
排
水
パ
イ
プ
が
詰

ま
っ
た
こ
と
、
あ
り
ま
せ
ん
か
？

そ
の
と
き
、
パ
イ
プ
の
内
側
に
は

油
分
が
ベ
ッ
タ
リ
と
付
き
、
水
が

流
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

人
間
の
血
管
に
も
同
じ
こ
と
が

起
き
る
と
い
っ
た
ら
、
あ
な
た
は

信
じ
ら
れ
ま
す
か
？

あ

な

た

は

大

丈

夫

？

恐

怖

の

ト

ロ

ト

ロ

血

血
液
に
は
、
身
体
を
維
持
す
る

の
に
必
要
な
酸
素
や
栄
養
素
を
届

け
、
老
廃
物
な
ど
を
運
ぶ
重
要
な

役
割
が
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
、
『
高
脂
血
症
』

に
な

る
と
血
液
は
中
性
脂
肪
や
悪
玉
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
で
濁
っ
て
し
ま
い
、

サ
ラ
サ
ラ
流
れ
な
く
な
り
、
大
事

な
役
割
を
果
た
せ
な
く
な
る
ば
か

り
か
、
肝
心
の
血
液
を
詰
ま
ら
せ

る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

そ
う
な
れ
ば
、
動
脈
硬
化
、
心

筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
な
ど
に
か
か
り

や
す
く
、
突
然
死
を
も
引
き
起
こ

し
か
ね
ま
せ
ん
。

ト

ロ

ト

ロ

血

対

策

の

最

強

ト

リ

オ

さ
て
、
ト
ロ
ト
ロ
血
に
対
抗
す

る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
は
「
悪
玉
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
や
中
性
脂
肪
値

を
下
げ
て
、
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
値
を
上
げ
る
よ
う
に
す
る
」
こ

と
で
す
。

チェックのやり方
以下の設問Ｏ ～犲）に○×で答え、○の数だけ下の血管を塗りつぶ

してください。

あなたの血管はつまっていませんか？

命 青魚のＥＰＡ
（エイコサペ ンタエン酸）

令 オリーブオイル（７）オレイン餃

令 果物（兀）ビタミンＣ

このト リオが食 生活面で 強力な助 っ人 になってくれます。

大

人

だ

け

じ

ゃ

な

い
Ｉ
・

子

供

だ

っ

て

要

注

意

チ
ェ
ッ
ク
で
ひ
と
つ
も
該
当
し

な
か
っ
た
人
は
と
も
か
く
、
ひ
と

つ
で
も
○
の
つ
い
た
人
は
、
い
つ

赤
信
号
が
つ
い
て
も
不
思
議
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
日
本
人
の
生
活
全
般

が
か
な
り
悪
い
方
向
に
変
化
し
て

い
る
か
ら
で
す
。

日
頃
か
ら
ト
ロ
ト
ロ
血
対
策
の

食
事
を
心
掛
け
、
運
動
不
足
を
解

消
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○ が４個以下 …青信号 ○が ５～ ９個…黄信号 ○が１０個以上・・・赤信号

二
歳
六
ヶ
月
児

歯
科
検
診

む
し
歯

ゼロ

田

名
部

輝

美
ち

ゃ
ん

（
古
佐
井
）

ちよつと ＤＥ
提供 食生活改善推進員

さけのムニエルきのこ ソ ース

＜材料：４人分＞
生さけ 小４切れ
こしょう 少量
小麦粉 大さじ２
マーガリン 大さじ１

玉ねぎ ４０ｇ

さやいんげん ４０ｇ⑤
レ

しめじ ４０ｇ
くるみ（いり） ２０ｇ
油 大さじ１

０匚しょうゆ 大さじ２
むしょう 少量
じゃがいも 大１個
塩・こしょう 少量

＜作り方＞

①さけはこしょうをふり、小麦粉をまぶす。
②フライパンにマーガリンを熱し、①を焼く。
③じゃがいもは、一口大に切り、ゆでる。湯をすて、塩・こしょうをふり、もう一度火にかけ、粉ふ
きいもをつくる。

④＠の玉ねぎはうす切り、さやいんげんはななめ切り。しめじは小房に分ける。
⑤フランパンに汕を熟し。④をいため、ｅで調味する。
⑥さけを皿にもり、⑤をかけ。粉ふきいもを添える。



起き上がりの介助① ふとん＆ベッドの場合

人 間 の 自 然 の 動 き に

合 わ せ て 動 か す

自分が起 き上がるときの様子を思い出してみてください。 まず、床の中で、

横を向いて下になったほうのひじをついて、 そこに力 を入れて起 き上がるは

ずです。介助もその自然の動きのままに動かせばいいのです。

● ふ と ん の 場 合

①介護者はお年寄りに近いほうの足を曲げ、反対の足を立てひざの形にしてしゃがむ。

②介護者の片方の手を、お年寄りの手前の肩から向こう側まで差し込む。

③もう片方の腕を、お年寄りの向こう側のわきの下から背中にかけて差し込む。

④お年寄りの上半身を少しね
じって、自分のほうに向か
せる感じで手前に向かせる。

⑤お年寄りを抱いたまま、し
りもちをつくような感じで
体重を後ろに落とすと、自
然にお年寄りは起き上がる。

● ベ ッ ド の 場 合

①介護者はお年寄りの上半身の部分に立ち、両足を左右に広げる。

②介護者の片方の手を、お年

寄りの手前の肩から向こう

側まで差し込む（お年寄り

に少し頭を上げてもらうと、

簡単に手が入ります）。

③もう片方の腕は、お年寄り
のひざの下から両足を抱え

るように持つ。

④介護者は自分の腰とひざを

伸ばして、体を回すよう に

して起こす。

⑤お年寄り がベ ッドのわきに
腰かけ、足を床につけ 、上

体が安定するのを確かめる。

●介護者の体重 の移行 図

起き上がらせるために介護

者は腰（重心）を落とす

介護者はお年寄りの頭の下を左手で支え．右手

は立てたひざの下からひざを抱えるようにする
Ｏ

介護者は自分の腰とひざを伸ばして体を回すよ

うにして起こし、同時にお年寄りの首を持ち上

げ、足をベッドの横に下げる。お年寄り’は介護

者の肩につかまって自分の体を起こす
Ｏ

この後

ベッドの横に腰かけ、足を床の上に置くＯ



交母だより

佐 井 村

交通安全母の会

反

射

材

を

つ

け

よ

う

ね

！

～
原
田
・
矢
越
地
区
編
～

「
ピ
カ
ピ
カ
運
動
（
反
射
材
夜

間
街
頭
パ
レ
ー
ド
）
」
も
は
じ
め

て
か
ら
今
年
で
四
年
目
。
今
回
は
、

八
月
三
十
日
に
原
田
と
矢
越
地
区

に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

日
中
、
漁
支
度
や
農
作
業
で
何

か
と
お
忙
し
い
中
、
両
地
区
合
わ

せ
て

Ｉ
〇
〇
名
余
り
の
方
の
参
加

を
頂
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

今
回
も
母

の
会
を
中
心
に
「
反

射
材
の
効
果
実
験
」
を
行

い
、
地

区
の
人
に
反
射
材
の
効
果
を
十
分

認
識
し
て
も
ら
え
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

一
昨
年
に
村
内
全
世
帯
に
配
布

し
た
反
射
ベ
ル
ト
を
、
こ
の
機
会

を
期
に
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
あ
の
シ
ー
ン
を
…

矢
越
地
区

シ ー ト ベ ル ト 着 用 率

１ ０ ０ ％ を 目 指 し て ！

乗っ たらカチ ッ！

ただい まの着 用率

（９月 １日現 在）

着用率 ９４．８７％

順 位 ５位

交

通

安

全

活

動

報

告

交

通

安

全

マ

ス

コ

ッ

ト

製

作

（
磯
谷
小
中

学
校
一
八

月
一
一
十
五
日
）

マ

ス
コ

ッ
ト

プ
レ

ゼ

ン

ト

作

戦

（
磯
谷
小
中
学
校
・
八
月
二
十
九
且

新
成
人
交
通
安
全
教
室

マ

ル
サ
ス
前
・
八
月
十
五
旦

感

謝

状

贈

呈
式

出

席

（
県
警
本
部
長
室
一
九
月
一
且



～

ら
佐
井

駐

在

所

昔
⑩
２
２「－
８

キ

ノ

コ

採

り

の

遭

難

を

な

く

そ

う

秋
の
気
配

が
深
ま
り
、
山
々
が

色
づ
き
始
め
る
と
、
い
よ
い
よ
キ

ノ
コ
採
り
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

家
族
や
職
場
の
仲
間
と
キ
ノ
コ
採

り
の
予
定
を
立
て
て
い
る
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
。

最
近
は
、
林
道
が
整
備
さ
れ
、

マ
イ
カ
ー
で
気
軽
に
山
奥
ま
で
入

れ
る
こ
と
か
ら
、
十
分
な
準
備
を

し
な
い
で
入
山
し
、
道
に
迷
っ
て

下
山
で
き
な
か
っ
た
り
崖
や
沢
な

ど
で
転
倒
す
る
な
ど
、
遭
難
す
る

方
が
後
を
断
ち
ま
せ
ん
。

一
、
昨
年
の
キ
ノ
コ
採
り
遭
難
の

件
数
・
人
員

○
十
三
件
・
十
三
人

（
死
者
二
人
、
重
傷
者
一
人
、
軽

傷
者
一
人
、
無
事
救
出
九
人
）

こ
れ
か
ら
の
遭
難
の
特
徴
と
し

て
は
、

・
単
独
入
山
者
の
遭
難
が
多
い
。

・
入
山
場
所
の
地
理
不
案
内
や
。

キ
ノ
コ
採
り
に
夢
中
に
な
り
山

奥

に
入

り
過

ぎ

て
迷

っ

て

い
る

。

・
目

標

を

定

め

ず
に

、

入

山

し

て

い

る

。

な

ど

、

基

本

的

な

ル

ー
ル

が
守

ら

れ

ず
遭

難

し

て

い

る
ケ

ー

ス

が
目

立

っ
て

い
ま

す

。

二

、

遭

難

者

の

年

齢

別

・
五

十

歳

代

一
人

・
六

十

歳

代

五

人

・
七

十

歳

代

六

人

・
八

十

歳

代

一
人

遭

難

者

の
十

三

人

は

、
全

員

五

十

歳

以

上

の
中

高

年

の
方

で
す

。

三

、

原

因

別

の

遭
難

者

数

・
道

迷

い

十

人

（
死

者

一
人

、

無
事

救
出

九

人

）

・
滑

落

三

人

（
死

者

一
人

、
重

傷

者

一
人

、

軽

傷

者

一

人

）

遭

難
者

十
三

人

の
う

ち

十
人

は

、

地
理

不

案

内

や

山
奥

に
入

り

過

ぎ

て

、
方

向

を
見

失

い

遭

難

し

て

い

ま
す

。

他

の
三

人

は

、

山

の

斜
面

な

ど

で
足

を

滑

ら
せ

滑

落

し

て
死

傷

し

て

い
ま

す

。

全

国

地

域

安

全

運

動

に

参

加

し

よ

う

～
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
～

十
月
十
一
日
（
水
）
か
ら
十
月

二
十
日
（
金
）
ま
で
の
十
日
間
、

全
国
一
斉
に
地
域
安
全
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

一
、
運
動
の
目
的

こ
の
運
動
の
目
的
は
、
防
犯
協

会
を
け
じ
め
と
す
る
地
域
安
全
運

動
を
行
う
団
体
や
警
察
が
、
期
間

を
定
め
て
活
動
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
相
互
間
の
連
携
を
一

層
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
安

全
活
動
の
、
地
域
住
民
へ
の
浸
透

と
定
着
化
を
図
り
、
犯
罪
や
事
故
、

災
害
な
ど
の
不
安
の
な
い
安
全
を

体
感
で
き
る
安
心
し
て
生
活
で
き

る
地
域
社
会
を
つ
く
ろ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

二
、
最
近
の
犯
罪
情
勢

平
成
十
一
年
中
の
刑
法
に
触
れ

る
犯
罪
の
発
生
件
数
は
、
二

二
（

万
件
を
超
え
、
中
で
も
住
宅
内
に

侵
入
し
て
の
泥
棒
、
ひ
っ
た
く
り
、

自
動
車
の
窃
盗
な
ど
住
民
に
身
近

な
犯
罪
が
増
加
傾
向
に
あ
る
ほ
か
、

女
性
や
子
ど
も
な
ど
、
立
場
の
弱

い
者
を
対
象
と
す
る
犯
罪
が
著
し

く
増
加
し
て
い
ま
す
。

三
、
運
動
の
重
点

運
動
期
間
中
は
「
み
ん
な
で
つ

く
ろ
う
安
心
の
街
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
「
安
全
・
安
心
・
あ
お
も

り
２
０
０
０
」
を
サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
し
て

Ｏ
「
女
性
・
子
ど
も
保
護
対
策
の

推
進
」

Ｏ
「
犯
罪
防
止
の
た
め
の
地
球
環

境
点
検

・
改
善
活
動
」

Ｏ
「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
及

び
金
融
機
関
な
ど
の
防
犯
対
策

の
推
進
」

を
県
内
の
統
一
重
点
と
し
て
掲
げ
、

さ
ら
に
各
警
察
署
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
「
活
動

重
点
」
を
設
定
す
る
ほ
か
、
各
種

事
件
や
事
故
、
災
害
な
ど
の
未
然

防
止
の
た
め
の
広
報
活
動
を
積
極

的
に
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

犯
罪
や
事
故
の
な
い
安
全
で
住

み
よ
い
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
、

地
域
の
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

♪ 青森 県 警 察 音 楽 隊 演 奏 会 の お 知 ら せ ♪

「市 民 と 警 察 の 音 楽 の 集 い 」

＃ 日時 １０月１９日（木）
＃ 開演 午後６時３０分
＃ 場所 三沢市公会堂

（入場無料、ただし入場整理券が必要です）
■問い合わせ

青森県警察本部広報課音楽係
Ｓ０１７－７２３－４２１１（内線２１４４）

地 域 安 全 青 森 県 民 大 会

みんなでつくろう安心の街

～安全・安心・あおもり２０００～

○開催日時 １０月１２日（木） 午後１時３０分から

○開催場所 弘前文化会館ホール

多数ご参加くださるようお願いいたします。



お 知ら せ

コ ー ナー

老

齢

基

礎

年

金

繰
り
上
げ
請
求
は
慎
重
に

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は

六
十
五
歳
か
ら
の
支
給
が
原
則
で

す
が
、
希
望
す
れ
ば
六
十
歳
か
ら

六
十
四
歳
の
人
で
も
、
繰
り
上
げ

て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
繰
り
上
げ
て
年
金
を

受
け
と
る
と
、
六
十
五
歳
か
ら
受

け
る
場
合
に
比
べ
て
、
次
の
よ
う

な
不
利
な
点
が
あ
り
ま
す
。

①
繰
り
上
げ
支
給
の
申
請
し
た
と

き
の
年
齢
に
よ
っ
て
、
受
け
る
年

金
が
一
定
の
割
合
で
減
額
さ
れ
、

そ
の
率
は
六
十
五
歳
を
過
ぎ
て
も

変
わ
ら
な
い
の
で
、
生
涯
減
額
さ

れ
た
年
金
を
受
け
と
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、
繰
り
上
げ
支
給
の
請
求

書
は
、
い
っ
た
ん
受
理
さ
れ
る
と

あ
と
か
ら
取
消
や
変
更
は
で
ぎ
ま

せ
ん
。

②
繰
り
上
げ
て
年
金
を
受
け
て
い

る
と
、
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年

金
や
退
職
共
済
年
金
は
、
六
十
五

歳
に
な
る
ま
で
支
給
が
停
止
さ
れ

ま
す
。

③
繰
り
上
げ
て
年
金
を
受
け
た
後
、

就
職
し
て
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入

す
る
と
そ
の
間
は
支
給
が
停
止
さ

れ
ま
す
。

④
繰
り
上
げ
て
年
金
を
受
け
て
し

ま
う
と
、
そ
の
後
事
故
や
病
気
で

障
害
を
も
っ
た
場
合
で
も
障
害
基

礎
年
金
を
受
け
と
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

⑤
繰
り
上
げ
て
年
金
を
受
け
た
後
、

夫
の
死
亡
に
よ
り
遺
族
基
礎
年
金

の
権
利
が
発
生
し
て
も
六
十
五
歳

に
な
る
ま
で
の
間
は
、
繰
り
上
げ

支
給
の
老
齢
基
礎
年
金
と
ど
ち
ら

か
一
方
の
年
金
し
か
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

繰
り
上
げ
請
求
し
た
こ
と
を
後

悔
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
事

前
に
よ
く
考
え
て
か
ら
請
求
を
し

て
く
だ
さ
い
。

Ｉ
問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
福
祉
課
国
民
年
金
担
当

昔
⑩
り亠
―
―
―

犬

の

し

つ

け

教

室

開

催

ご
参
加
く
だ
さ
い

私
た
ち
人
間
と
最
も
身
近
な
生

活
を
し
て
い
る
「
犬
」
と
永
く
幸

せ
に
暮
ら
す
た
め
に
、
専
門
訓
練

士
に
よ
る
「
犬
の
し
つ
け
教
室
」

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
愛
犬
同
伴
で
実
技
指
導

も
受
け
ら
れ
ま
す
。

１
日

時

平
成
十
二
年
十
月
七
日
出

午
後
一
時
～
四
時

（
受
付
は
正
午
～
十
二
時
三
十
分
）

一

場

所

む
つ
市
柳
町
一
丁
目

む
つ
市

イ
ベ
ン
ト
広
場

■
講

師

八
戸
警
察
犬
訓
練
所

公
認
一
等
訓
練
士

松
井
義
純
氏

■
そ
の
他

・
当
日
、
専
門
獣
医
師
に
よ
る
ペ
ッ

ト
の
無
料
相
談
も
行
い
ま
す
。

・
参
加
者
に
よ
る
「
動
物
ク
イ
ズ
」

を
行
い
、
正
解
者
に
粗
品
を
差
し

上
げ
ま
す
。

・
参
加
者
に
「
お
サ
ン
ポ
く
ん
（
汚

物
処
理
袋
）」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

Ｉ
問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
福
祉
課
保
健
衛
生
係

Ｓ
⑩
り乙
１
１
１

行

政

相

談

ご
利
用
く
だ
さ
い

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
の

仕
事
や
特
殊
法
人
の
仕
事
に
つ
い

て
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

行
政
相
談
員
は
、
み
な
さ
ん
か

ら
の
苦
情
な
ど
を
お
聞
き
し
て
い

ま
す
。

相
談
方
法
は
、
口
頭
、
電
話
、

手
紙
の
い
ず
れ
で
も
結
構
で
す
。

ま
た
、
相
談
内
容
に
つ
い
て
は

秘
密
を
守
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

「
村
内
」

１
日

時

平
成
十
二
年
十
月
十
七
日
㈹

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

午
後
三
時
ま
で

一

場

所

ア
ル
ザ
ス

ニ
階

会
議
室

Ｉ
相
談
員

大

石

健
次
郎

容
⑩
５
４
２
２
（
自
宅
）

【
青
森
会
場
】

１
日

時

平
成
十
二
年
十
月
十
九
日
本

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
三
時
ま
で

Ｉ
場

所

青
森
駅
ビ
ル

ー
ラ
ビ
ナ

五
階

ラ
ビ
ナ
ホ
ー
ル

【

八
戸
会
場
】

１
日

時

平
成
十
二
年
十
月
二
十
六
日
水

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

Ｉ
場

所

八
戸
市
庁
別
館

二
階
会
議
室

佐井村 に新しい 商店街
ア ルザス横 潮 風 協 同 組 合

毎月第２・第４日曜日は商店街大売出し！！

ノ に工卜 ぺま
るいち
Ｓ⑩２９６６

气 黠 背 汐

樋口写真館

Ｓ＠２５００
゛ ‰禁 酒冖ｌ

さい か
彩 菓

∂

Ｓ＠２０９４
≒ よ 貿 訃 房

なな い ち まる
７ １ ０

昔 ⑩２０５５
コンビ ニエンスストア

朝７：００～夜１０：００

一 一

か な ざ わ

Ｓ＠２６‘１５
７温言 浪驚 二゙



下北のイベントご案内
川 内 町

川内高原 まつり ＆ベ コまつり

１０月８日（日）

川内町水産商工課容⑤２１１１

風 間 浦 村

第１４回風間浦村物産フェア２０００

海峡フロンティアフェスティバル

１０月１３日（金）～１５日（日）

風間浦村地域振興課ａ ⑩２１ｎ

大 畑 町

大 畑 商 工 ま つ り

１０月２１日（土）・２２日（日）

大畑町商工会容図３５００

出かけてみませんか

Ｒｅ ・Ｂｅワ ー ク （再 就 職 準 備 ） セ ミ ナ ー 実 施 要 領

１．目 的 育児・介護等 により職業 生活を中断した後に再就職

を希望し、再就職 に向け て準 備し ている方に、的確 な

再就職の準備 に当 たっ て必要 となる基 礎知識等を付与

し、円滑な再就職の促進 と再 就職 の機 会の拡大を図る

こ とを目的 とす る。

２．対 象 者 育児・介護等 により職業生 活を中 断した後に再 就職

を希望し、再就職に向け て準備し てい る方

３．定 員 ２０名（先着順）
＠

切 日１０月１０日灰 八

４．日時 一場所 平成１２年１０月１７日（火）１０：００～１４：００ むっ 市立図書館

平成１２年１０月１８日（水）１０：００～１２：２０ むっ 市立 図書館

５．カリキュラム

６． 受 講 料 無料

７． 保 育 ご希望により保育をいたします。（未就 学児 のみ）

８． 問い合わせ 財団法人２１世紀職業財団 青森事務所

ＴＥＬ ０１７－７７６－２０２８ ＦＡＸ ０１７－７７６－２０２５

お ー い
、

ニ ッ ポ ン

～ 今 日 は と こ と ｙＬ青 轟 県 ～

１０月１５日 （ 日 ）

衛 星 第 ２ ／ 午 前１０時 ～ 午 後 ７ 時

多 元 生 中 継 で 、 青 森 県 の 魅 力 を 丸 ご と 全国 に 紹 介 ！

お 祭 り の よ う に、 視 聴 者 の み な さ ん と 一 緒 に

作 り 上 げ る 長 時 間 番 組 ！

本州最 北端の青森県 は、奥入瀬渓流や白神山地などの豊かな

自然、リ ンゴやイカなど日本一の生 産量を誇る特産品、そして

太宰 治や寺 山修司 に代 表される文化 人の足 跡など、他県 にはな

い魅力あ ふれる場 所で す。

ＢＳワ イド スペ シャル「おーい 、ニッポン～今日はとこ とん青

森県～」では県内 ８ヶ所 からの生 中継や、６７全市町村からのメッ

セージにより、 ほぼ丸一 日をかけ、 青森県 の魅力 をあ ますとこ

ろ なく全 国に紹 介します。

ゲ スト は 、 内 館 牧 子 さ ん 、 田 畑 智 子 さ ん 、 鈴 木 正 幸

さ ん、 石 塚 英 彦 さ ん、 細 川 ふみ え さ ん 、 林 あ さ 美 さ ん 、

舞 の 海 さ ん 、 竹 内 タ ケ シ さ ん な ど 青 森 県 出 身 や 青 森県

に 深 い 思い 入 れ の あ る 芸 能人 、 文 化人 ば か り で す。

日 本 中 が 青 森 を 見 つ め る 日 が や っ て く る 。

夜 の 水 族 館 見 学 会

●日 時 １０月７日（土）、１４日（土）、２１日（土）、２８日（土）

●見 学時間 １７：３０～１９：００（受 付９：００～１７：３０）

●参 加 料 ショ ー終了後 の特別 入館料

一般・ 高校生７００円、 小・中学生３５０円

（１５：４５前に入館した場合は、通常料金となります）

●問い 合わせ 浅虫水族 館総務課 Ｓ０１７－７５２－３３７７

ぬ い ど う 石 山 登 山

平成１２年１０月８日（日）

アルザス前 ９：００集合

参加費３００円 弁当持参

主催 佐井村レクリエーションクラブ

村県民税（第３期）、固定資産税（第３期）

納 期 は

１０月 ３１日 （ 火 ） で す

忘れずに納入しましょう！

担当：役場財政課 Ｑ＜ｓ＞２１１１

むつ科学技術館だより

【無 料 開 放 の お 知 ら せ 】

１０月２６日の「原子力の日」にちなみ、２９日に無料開
放いたします！
当日はさまざまなイベントをたくさん用意していま

すので、ぜひお越しください。

●アニメ上映
●工作教室（各先着３０名）
図 伴

賜

ヨ乍ろう」
●探求コーナー など

■問い合わせ むつ科学技術館 ａ⑩２０９１



満一歳おめでとうノ

加 藤 大 斗 くん

（等・るみ子）大佐井

宮 木 詩 織 ちゃん

（勝夫・由美）矢 越

濱野 志織 ちゃん

（廣悦・珠美）牛 滝

’００佐 井 肘 ふ る さ と フ ェ ア

○日 時 １０月２１日（土）午前１０時～午後４時
１０月２２日（日）午前９時～午後３時

○場 所 アルザス

［〔 二垂〕

・陶芸と木工品の

展示、即売

・ 厂凧」展示

・小中学生作品展示

「ふ 心 ‾ダ

・漁協、農協、地元商品の

大売り出し

・南茅部町、倉石村の

特産品即売

・フリーマーケット

［召 涯 ］

・与作大会

・もちまき

・もちつき大会

・商工会抽選会

・エアードーム

（トランポリン）

主催 佐井村、’００佐井村ふるさとフェア実行委員会

戸籍の窓口 ９月１５日現在

○おくやみ申し上げます
荒 川 幸 子 （長 夫） 古佐井
奥 本 ハルエ （定 行） 原 田
藤 田 貞 雄 （け い） 大佐井

※個人のプライバシーを尊重する意味
で、掲載して欲しくない方は、届出の

際、係に申し出てください。

佐井村の人口
８月３１日現在

男 １，５７９ （ ＋１）

女 １，５８４ （－２）

計 ３，・１６３ 卜 １）

世 帯 数 １，１０２ （＋１）

（ ）内は前月比

第４回佐井村カラオヶ選手権大会

と き：１０月２２日（ 囗）午後 ６時３０分 から

と こ ろ ：アルザスしお さい ホール

カラオケ参加者募集 （先着１５名）

※締 め切 り １０月１３囗（金）

特別ゲ スト：下 北 二 郎

問い合 わせ：佐井村レクリエーションサークル 千葉昔⑩２３１０

淑洫／ごこ晢力を／／
１０月１９日 （木）

囲 百万廟 ９：００～１２：００（役場㈲

［生来互列 １３：００～１５：００（アルザス㈲

今回は全献血で、２００ｍＪｅと４００ｍ£

のいずれかを選択できます。

あな たの善意が命を救いま す

澄んだ空 さわやがな濮風 バスの旅

（了片回数券）

１ ５枚買って２ 枚サービス。・ 片道 ５００円以上のバス賃から
Ｏ
１ ６５歳以上の方に限ります

Ｏ
詳しくは、お問い合わせください。

本社 〒 ０３５－００４１
青森県むつ市金曲１－８－１２

ａ（０１７５）２３－３１１１
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